
わたしたちの想い

　まちのことは大人が決めるものだと思っていま
した。でも、わたしたちは、毎日の生活の中で「こ
うだったらいいな」「ここが少し困っている」と感
じることがありました。
　この計画は、そうした思いを話しあい、こども
若者自身でつくり上げた計画です。

この計画で大切にしていること

１.　命や安全がまもられていること
２.　安心して過ごせる居場所があること
３.　自分の声が尊重され、実現につながること

「こども・若者会議」の意見や、こども・若者へのアンケート、
市長・副市長と一緒に学校（小中学校、高校、大学）に行っ
て意見をきくなど 15,793 件の声から分析したよ。

あんぜん
あらゆる危険から命が守られ、自然とともに

快適に暮らせる環境をつくる
★ 災害にそなえて、みんなの命がまもれるつよい
まちにするよ。　

★ みんなが楽しく安全に遊べる環境をつくるよ。　
★ 魚がたくさん取れるあかしの海を守るために、
海のごみを減らすよ。 　

つながり
人と人がつながれて笑顔になれる居場所

元気がない時に落ち着いて休める居場所をつくる
★ みんなが自由に集まれて、だれでも安心して過
ごせる居場所をつくるよ。　

★ いろいろな体験ができるように、みんなが考え
た楽しいイベントをおうえんするよ。　

★ しんどい時にいつでも行ける場所、一緒に考え
てくれる人がいると安心だね。

● 計画のことをもっと知りたい人は
二次元コードを読み取ってね！

つたえる
自分の気持ちや・意見がみんなと違っても、自由
に伝えられ、受け止めてもらえる仕組みをつくる
★ 誰でも意見を言えて、出した意見がどうなった
か分かるようにするよ。　

★ 困っていることを相談できる窓口を
　 つくって、ずっとそばで見守るよ。　
★ みんなの「やりたいこと」を
　 おうえんするよ。

これからもみんなの意見をきく取り組みを
していくよ。みんなも協力してね。
一緒にあかしのまちをつくっていこう！

　

みんなの声を聴かせて！ みんなの声はたからもの

わたしたちが目指したいあかしの姿
め ざ すがた
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明石市では『こども・若者計画』をこども・若者たちがつくりました！
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